
 

 

令和6年7月31日（水） 

第1551回（当年度第4回）例会 

本日のプログラム 

クラブアッセンブリー 

出席100％表彰 

□会長挨拶               大塚 省治 

 皆さんこんばんは、本日も例会に

ご出席いただきありがとうございま

す。 

 先日7月10日の魚鉄さんでの夏ゆっ

たり例会に多数のご参加ありがとう

ございました。また、矢野親睦活動

委員長はじめ親睦活動委員の皆様大

変ご苦労様でした。 

 新年度のスタートとして、会員の皆様との親睦が十

分に図れたこと大変感謝しております。 

 そこで本日は当クラブの「ゆったり例会」の始まり

についてお話しさせていただきます。 

 その前に本年度は、森眞クラブ会報委員長の気分の

乗った日に「不亦樂乎」(また楽しからずや)と題して

ロータリーにまつわる豆知識を紹介して頂きます。 

 (「不亦樂乎」(また楽しからずや)とは論語であり、

著：渋沢栄一の「論語（ろんご）と算盤（そろば

ん）」にちなんでいます。) 

 その第1回は本日の週報に掲載の中から、「創立5年

目、森瀬雅典(もりせまさのり)年度に打たれた秘策が

この「ゆったり例会」であったわけです。時には通常

例会の形態を変えて、ゆったりとした時間の流れに身

を投じながら、新鮮味を感じる食事と仲間同士の会話

を楽しむ例会、酒を酌み交わし思うところを分け隔て
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2024～2025年度 RIテーマ 

ロータリーのマジック 
地区方針「魅力ある例会 持続可能な奉仕活動 成長するロータリー」 

第1550回例会（当年度第3回の記録） 
 

□令和6年7月17日（水）18：00～19:00 

□会場 一宮商工会議所ビル3Fホール 

□開会の点鐘 大塚会長 

□ロータリーソング「それでこそロータリー」 

□ニコボックス（ABC順） 

☆秋田敬治君 もうすぐ梅雨明けでしょうか？先週末 

       郡上八幡町中のせせらぎ街道沿いに、 

       冬場スキーのベースキャンプとして、 

       ログハウスを建てました。小さな小屋 

       ですが、泊まるだけなら十分です！ 

☆春木和美君 そろそろ梅雨があけそうですネ。元気 

       に夏を過ごしましょう！来週は、一宮 

       七夕まつりです。例会がないので前夜 

       祭に行きましょう♪ 

☆伴 卓樹君 例会に出席できたので。 

☆井上雅樹君 例会に出席できたので。 

☆小島三男君 前年度理事役員の皆様一年間ご苦労さ 

       んでした。 

☆松岡正浩君 例会に出席できたので。 

☆松前憲典君 本日はクラブアッセンブリーで、事業、          

       決算の報告と事業計画、予算報告があ 

       ります。大塚年度が順調に進みますよ 

       う祈念致します。 

☆宮田浩二君 春木さんにニコボックスで会うと気持 

       ちよくなりますが去年はこわかったの 

       でニコボックスしていました。 

☆森俊一郎君 大塚丸の船旅、今のところ静かな海で 

       すね。 

なく語ることのできる例会が考案されました。この例

会が誕生したことによってマンネリが打開され、さら

には会員友和の原動力となって来たのです。ちなみに

第1回目のゆったり例会は、1994年7月13日に駅前ロー

タリー傍のクラシックホテルで新年度第２例会にて開

催されました。会員数71名中63名の出席を得られたと

いう記録からも、この企画が大成功であったというこ

とが分かります。以来、今日に至るまでずーっと続け

られ、我がクラブの文化であるといえるのではないで

しょうか。」と森眞さん豆知識にあります。これが当

クラブの「ゆったり例会」の始まりです。 

 この企画により当クラブのアットホームな雰囲気が

育まれていったのではないかと思っております。 

 また、当時の会員数71名とはクラブの凄さ立派さを

も感じます。 

 そんな諸先輩方々のご考案に感謝しつつ、今後も大

いに「ゆったり例会」を活用させていただき、皆様と

の親睦をより一層深めていきたいと考えております。 



 

 

 前年度事業報告 直前会長 内田 泰潤徳君 

☆長橋國和君 例会に出席できたので。 

☆長屋慎二君 健康であることに。 

☆西岡則男君 例会に出席できたので。 

☆大塚省治君 本日は税務調査最終日にてなぜか興奮 

       の中です。本日はクラブアッセンブリ 

       ーにて昨年度の事業報告、決算報告と 

       本年度の事業計画、予算報告を発表さ 

       せて頂きます。会員の皆様本日もよろ 

       しくお願い致します。 

☆柴田裕市君 今期も100％出席出来ますように！ 

☆  大変暑くなってきました。皆様熱中症 

       には気をつけましょう。塩分を取り水 

       をくまなく飲むようにしましょう。今  

       日は前年度事業報告をさせて頂きます。 

☆山田 満君 ７月１３日朝にめがねが壊れました。 

       猪子さん金曜日まで沖縄で、修理は当 

       分先になります。今日は、代わりのめ 

       がねで頑張ります。 
 

【不 亦 樂 乎】＜またたのしからずや＞               
 

じゃあまた来週！ 
 

 このコラムの呼び名は、『論語』の冒頭(学而第一)

にある一節「友遠方より来たる」に続く句です。私た

ちが集う例会は、ぜひともこんな喜びの高揚感に浸る

ひとときであって欲しいとの願いを込めて命名しまし

た。 

 友との再会をこの上ない楽しみとし、なごやかに談

笑しながら過ごす実のある時間を幾重にも切望するう

ちに、気が付けば何十年という長い月日の流れとなっ

ていた…実に素敵な人生ではありませんか。 

 にもかかわらず、その大切な夕べを真っ向から打ち

砕く事態が訪れました。2020年(森眞年度下期)に、全

世界を強襲した新型コロナウィルス感染の恐怖です。

この時、私たちは４か月間(第1363回～第1377回例会が

取止め)に渡り、親しく顔を会わせる機会を奪われまし

た。再会に漕ぎつけた際には、友の笑顔に心から癒さ

れる思いを味わったものです。しかし悪夢はここに終

わらず、続く松前裕己年度(第1404回～第1411回,第

1419回～第1423回),尾関一之年度(第1432回～第1436

回)と訪れることとなりました。 

 私たちが、今宵出会えることは、まさに一期一会…

奇跡なのかもしれません。出席100％表彰…数字での表

現もさることながら、共に過ごす時の流れをゆっくり

豊かに味わいたいものです。 

 そして、宴の終わりを告げる鐘の音が響き渡る時、

再び会う日を心待ちに一声かけましょう。 「じゃあ

また来週！」と。 

クラブ会報委員会 

前年度監査報告 会計監査役 西岡 則男君 

議  長  会  長  大塚 省治君 

□クラブアッセンブリー 
 事業報告・決算報告・事業計画・予算報告 

前年度会計報告 前年度会計 浅井 清史君 



 

 

□第１回理事会報告 

 報告事項 

 ①今期ニコボックス高 33,000円 

 ②ロータリーレート 1ドル 161円（前月末157円） 

 ③2024-25年度クラブ活性化セミナー 

  2024年7月12日（金）16：00～19：05 

TKPガーデンシティPREMIUM名駅西口 

  大塚会長、山田幹事（登）3,000円×2名 

 ④第34回インターアクトクラブ年次大会 

  2024年7月15日（月祝）10：00～15：30  

  アイプラザ豊橋 中井IA委員長（登）8,000円 

 ⑤会員増強セミナー 

  2024年8月1日（木）16：00～20：00 

  名鉄グランドＨ 秋田会員増強委員長（登）10,000円 

 ⑥ロータリー財団セミナー 

  2024年8月2日（金）13：00～16：00 名古屋東急Ｈ 

山田幹事、猪子Ｒ財団委員長（登）9,000円×2名 

 ⑦ガバナー補佐訪問 

  2024年8月21日（水）一宮市商工会議所3Fホール 

   16：00～16：40 懇談会（40分） 

   16：50～17：50 クラブ協議会（1時間） 

   18：00～19：00 例 会 

  訪問者： 

  西尾張分区ガバナー補佐 水谷 豊様（尾西RC） 

  西尾張分区幹事     上田芳敬様（尾西RC） 

  地区副幹事       佐藤真基様(名古屋南RC) 

  地区スタッフ      川村大介様(名古屋南RC) 

  懇談会出席者： 

  会長、副会長、幹事、会長エレクト、副幹事 

  クラブ協議会出席者：理事役員委員長 

            入会3年未満の新会員 

 ⑧一宮北RC・一宮中央RC合同ガバナー公式訪問 

 ホスト：一宮中央ロータリークラブ 

  2024年9月25日(水)一宮商工会議所ビル3F大ホール 

   17：00～17：40 懇談会（40分） 

   18：00～19：00 例 会 

  訪問者： 

  RI2760地区ガバナー 吉川公章様（名古屋南RC）     

  RI2760地区幹事   片桐 満様（名古屋南RC） 

  懇談会出席者：2RC会長・幹事  

 審議事項 

 ①2024～2025年度委員会構成に関する件 

 ②2024～2025年度年間行事予定に関する件 

 ③2024～2025年度予算書に関する件 

 ④2024～2025年度予定者会議承認決定事項の一括承 

  認に関する件 

 ⑤出席100％表彰に関する件 

 ⑥創立35周年実行準備委員会設置に関する件 

 ⑦第1558回例会（9/25 2RC合同ガバナー公式訪問）  

  の要領と予算に関する件 

 ⑧一宮七夕まつりの協賛に関する件 

 ⑨一宮市びさい夏まつりの協賛に関する件 

 ⑩中部経済新聞社「一宮地域・夏季産業特集」広告 

  に関する件 

 ⑪会員の退会に関する件 

 ⑫フォーラム21少年少女合唱団＆姫路市児童合唱団 

  合同演奏会の協賛に関する件 

【全て承認】 

※議事録閲覧希望の方は事務局までお申し付け下さい 

出席 

報告 

会 員 総 数 33名 

出席会員数 23名 
69.70％  

他クラブ出席数 0名 

修正出席率 
前々回 

（7/3） 
100％ 

今年度事業計画 幹 事 山田 満君 

今年度予算報告 会 計 永田 正君 

フォーラム21少年少女合唱団＆姫路市児童合唱団 

合 同 演 奏 会 

上記演奏会が、2024年7月14日（日）14：00 アイプラ

ザ一宮講堂において開催されました。 

開催にあたり一宮中央ＲＣとして、７月３日例会にて

会員皆さんより善意の寄付を頂きました。会場入り口

の案内看板に協賛者として名称が記載されました。 

  今後の演奏会予定 

  2024年8月18日（日） 一宮市市民会館 

  2024年11月4日（月祝）岐阜市サラマンカホール 

  2025年4月27日（日） アイプラザ一宮 



 

 

次回 2024年8月7日（水）の例会予定 
 

臨時総会 
・ 

会員卓話 
会員増強委員長 秋田 敬治君 
「地区会員増強セミナー報告」 
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母子の健康月間  

ロータリーはこんな活動をしています 
 

教育、予防接種、出産キット、移動クリニックなど、

ありとあらゆる方法で母子の健康を推進しています。

また、女性を対象に、HIV母子感染の予防、母乳による

授乳、病気の予防に関する教育も行っています。 
 

持続可能なプログラム 

適切な研修を受けた医者、看護師、助産師、医療従事

者によるケアをすべての女性が受けられるよう支援し

ています。 

安全な出産 

清潔な出産キットの配布、安全な出産方法に関する保

健従事者の研修など、妊婦が安全な環境で出産できる

よう支援しています。 

幼い命を救う医療支援 

日本とブラジルのクラブがロータリーの補助金を利用

して、新生児の命を救う機器を病院に提供しました。 
 

救命救急診療 

日本の姉妹都市との絆、ブラジルの新生児を救う 

陣痛がはじまり、妊婦はおびえています。予定日は3カ

月も先。一番近い病院は48kmも離れており、生まれて

も体重は1,000gに満たないでしょう。 

問題はもう一つ。 

病院の新生児集中治療室には保育器が7台しかなく、満

員になると赤ちゃんを別の病院に搬送する必要があり

ます。命をつなぎとめたとしても、両親は数カ月も長

距離の病院通いを余儀なくされます。 

ブラジル・リベイラバレーの病院（Dr.  Leopoldo 

Bevilacqua Regional Hospital）でも、多くの妊婦が

同じような困難に直面しています。設備が不足する

と、すでに危険な状態にある新生児をほかの病院に搬

送しなければなりません。この影響は、サンパウロ州

の高い乳児死亡率に表れています。 

 「ここには2つの現実があります。私立病院の費用を

払える人と、払えない人です。払えない人は、24もの

町をカバーしている州立病院まで長距離を往復しなけ

ればなりません」。Registro-Ouroロータリークラブ

（ブラジル）のプロジェクトを主導したリナ・シミズ

さんは、このように話します。 

そこで同クラブとRegistroロータリークラブは、岐阜

県中津川の2つのロータリークラブとパートナーとな

り、グローバル補助金プロジェクトを実施しました。

ロータリアンは172,500ドル（約1,900万円）を集め、

新生児の集中治療室に保育器5台を追加。これにより、

それまでの倍近い新生児の受け入れができるようにな

りました。2013年には新生児129名、プロジェクト完了

後も毎年、新生児約220名の命を救っています。 

また、換気装置5台、ビリルビン測定装置1台、ベビー

ベッド3台、血圧・心拍数モニター5台、新生児黄疸光

線治療器1台も設置したほか、住民を対象に出産前ケア

のワークショップの推進にも貢献しました。この活動

は、医療サービスや出産前ケア・母乳の重要性につい

てあまり知らなかった遠隔地の妊婦にとって、大きな

支えとなりました。 

中津川のロータリアンは以前、補助金で困難を経験し

たことから国際活動の支援を断念していましたが、今

回の経験が大きな転機となりました。この変化を導い

たのは、レジストロ市と中津川市の「姉妹都市」提携

です。 

双方のロータリアンは、定期的に交流して友好を深め

てきました。だからこそ日本のロータリアンも、自分

たちの資金が有効に使われると確信できたのでしょ

う。日系人で日本語を流暢に話せるシミズさんの存在

も、信頼関係とコミュニケーションの構築に大きく寄

与しました。 

ここには37年かけた友情と絆がある。中津川ロータ

リークラブの原満夫さんは、そう述べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリークラブは、出産前ケアと母乳の重要性を伝

える活動も支援しました 。 


